
　　　　　　

今年も夏祭りを開催します！８月１日（火）16時～＠ホテルグランヴィア

奇
数
月
は
「
セ
ミ
ナ
ー

＆
懇
親
会
」（
市
内
ホ

テ
ル
等
）
偶
数
月
は
「
居

酒
屋
真
友
会
」（
右
京

区
）
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
随
時
座
談
会

な
ど
も
受
け
付
け
ま

す
。

検索

　

政
治
の
役
割
は
、
「
繋
ぐ
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
国
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
」
と
い
う
基
本
に
加
え
て
、
「
自
己
実
現
を
し
、
他
人
を
思
い

や
っ
て
生
き
る
」
環
境
を
よ
り
良
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
手
段
（
社
会

制
度
等
）
は
、
社
会
状
況
に
応
じ
て
変
わ
り
続
け
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
歴
史
に
学
ば
な
け
れ
ば
、
変
化
の
必
然
を
感
じ
ず
、
自
分
が
経
験
し
た

時
代
の
み
が
絶
対
だ
と
思
い
が
ち
で
す
。
現
在
の
日
本
は
、
高
度
成
長
以
後
の
比
較

的
安
定
し
た
時
代
が
基
準
と
な
り
、
迫
り
く
る
超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す

る
機
敏
さ
に
欠
け
る
と
痛
感
し
ま
す
。
「
高
齢
化
が
進
め
ば
も
っ
と
変
化
を
嫌
う
だ

ろ
う
、
そ
し
て
後
世
へ
の
財
政
上
の
ツ
ケ
も
増
え
る
だ
ろ
う
」
と
想
像
す
る
と
危
機

感
を
強
く
し
ま
す
が
、
そ
れ
が
共
有
さ
れ
に
く
い
の
が
日
本
の
現
状
で
し
ょ
う
。

　

欧
米
列
強
の
外
圧
に
耐
え
富
国
強
兵
を
進
め
た
明
治
時
代
か
ら
、
平
和
と
豊
か
さ

を
求
め
た
戦
後
70
年
を
経
て
、
物
質
的
に
豊
か
な
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
長
寿
国

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
幸
せ
の
実
感
は
そ
ん
な
に
強
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
地
域
住
民
と
地
方
公
共
団
体
の
今
後
の
役
割
を
考
え
る

と
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
社
会
の
在
り
方
を
地
域
か
ら
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
思
考
」
と
「
財
政
」
に
お
い
て
、
国
か
ら
の
自
立

を
目
指
し
、
我
々
の
長
い
歴
史
・
文
化
に
学
ぶ
べ
き
で
す
。

　

さ
て
、
今
上
天
皇
ご
譲
位
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
「
皇
族
の
方
々
に
京
都
に

お
住
ま
い
頂
き
た
い
」
と
国
に
要
望
し
て
い
る
京
都
は
、
こ
の
機
に
、
国
家
に
と
ど

ま
ら
ず
世
界
中
の
平
安
を
祈
ら
れ
る
御
姿
に
思
い
を
致
す
べ
き
で
す
。
そ
れ
が
、

「
京
都
人
の
、
京
都
人
に
よ
る
、
京
都
人
の
た
め
の
」
街
づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
大
き
な
可
能
性
や
希
望
を
示
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

歴
史
に
学
び
、
自
立
し
て
、
未
来
の
幸
せ
を
描
こ
う

　

府
・
市
の
役
割
分

担
は
分
か
り
に
く
い

も
の
で
す
。
ま
ず
は

私
の
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
困
り
ご
と
な
ど

　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

◆
と
も
に
語
り

     

合
い
ま
し
ょ
う
！

〝
三
千
年
に
な
る
て
ふ
桃
の
今
年
よ
り
花
咲
く
春
に
あ
ひ
そ
め
に
け
り
〞

和
漢
朗
詠
集
の
詩
だ
。
不
思
議
に
も
「
確
か
に
今
年
こ
そ
」
と
思
う
。

言
葉
の
力
（
言こ

と
だ
ま霊

）
は
偉
大
だ
。
こ
の
通
信
も
私
の
祈
り
で
あ
る
。

す
べ
き
こ
と
を
悟
れ
ば
、
深
く
祈
り
、
腹
を
固
め
、
実
現
し
た
い
。

「調和ある社会を実現する会」入会のお願い

   「自然と経済」「伝統と革新」「私と公」「官と民」等、
調和ある社会の実現のために一生懸命頑張ります。
私の政治活動を物心両面からお支え頂きたく、
皆さまのご協力の程宜しくお願い申し上げます。

●年会費：1口1万円（１口以上）
●隔月開催の勉強会等に優先案内

郵送費を減らし発行部数を増やすため

「数ヶ月に１度、ご近所の30軒程度」

手配りのご協力を頂けれ

ば幸いです。

「しんじ通信」手配りのお願い

「歩くことは健康の基本」と

毎月第４日曜日に開催！

〈歩こう会ご案内〉

日々の活動はこちらで⇒ホームページ  二ノ湯しんじ                     　   二ノ湯しんじ事務所

－太秦時代劇の継承と発展！   http://samuraidrama.kyoto

検索 検索

　
５
月
16
日
～
19
日

　

役
職
が
改
選
さ

れ
、
私
は
予
算
特

別
委
員
会
の
委
員

長
、
環
境
・
建
設

交
通
常
任
委
員
会

の
委
員
、
ま
た
私

が
設
立
に
尽
力
し

た
京
都
府
行
政
の

今
後
の
あ
り
方
に

関
す
る
特
別
委
員

会
の
副
委
員
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

6
月
定
例
会
（
6

月
16
日
～
7
月
4

日
）
か
ら
本
格
始

動
し
ま
す
。

【
５
月
臨
時
会
】

府
議
会
情
報

　

世
界
の
観
光
産
業
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
10
％
を
超
え
、

50
兆
円
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
成
長
し
て
お
り
、
さ

ら
に
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。
日
本
は
、
自
然
・
気
候
・

文
化
・
食
事
と
い
う
観
光
の
４

条
件
を
全
て
満
た
す
世
界
で
も

稀
な
国
だ
が
、
今
ま
で
観
光
産

業
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
来
な

か
っ
た
の
で
、
潜
在
能
力
に
対

し
て
実
績
が
伴
っ
て
い
な
い
。

例
え
ば
、
京
都
市
は
、
旅
行
雑

誌
で
人
気
が
世
界
１
位
に
な
る

程
高
い
評
価
を
得
て
い
る
が
、

観
光
入
込
み
客
数
で
は
世
界
80

位
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

観
光
に
お
け
る
京
都
の
課
題

は
、
①
文
化
財
の
活
用
が
不
十

分
で
、
②
解
説
が
乏
し
く
、
③
体
験
が
で
き
な

い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
世
界
の
類
似
施
設
と
比
較

し
て
、
寺
社
の
拝
観
料
が
安
く
な
っ
て
も
い
る
。

　

高
齢
化
と
人
口
減
少
の
中
で
、
財
政
難
を
克
服

し
社
会
保
障
費
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
観

光
立
国
は
必
然
で
あ
る
。
外
部
環
境
が
変
わ
っ
た

の
で
、
観
光
の
あ
り
方
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
日
本
の
力
は
、
人
口
規
模
が
大

き
い
の
で
世
界
の
中
で
優
位
に
見
え
て
い
る

が
、
1
人
当
り
の
実
績
で
見
る
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

世
界
30
位
で
米
国
の
49
州
を
下
回
り
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
は
世
界
40
位
で
あ
る
。

　

人
口
の
増
加
が
止
ま
っ
た
１
９
９
０
年
代
か

ら
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
停
滞
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
「
人

口
×
生
産
性
」
だ
か
ら
、
人
口

が
減
る
中
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
伸
ば
す

に
は
生
産
性
の
向
上
が
必
要
だ

が
、
で
き
て
い
な
い
。
生
産
性

向
上
の
鍵
は
、
女
性
の
活
躍

だ
。
米
国
で
は
男
女
の
収
入
格

差
が
ど
ん
ど
ん
縮
ま
っ
て
い
る

の
に
、
日
本
で
は
、
１
９
７
０

年
代
か
ら
ず
っ
と
女
性
の
収
入

は
男
性
の
5
割
程
度
の
ま
ま

だ
。
株
価
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が

あ
っ
て
も
、
世
界
の
時
価
総
額

の
伸
び
か
ら
す
る
と
低
調
で
あ

る
。

　

人
口
減
少
の
中
で
他
の
先

進
国
並
み
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
０
０
兆
円
か
ら
７
７
０
兆
円
に
な

り
、
財
政
と
社
会
保
障
の
課
題
は
か
な
り
克
服

さ
れ
る
。
観
光
産
業
は
大
切
で
、
京
都
の
役
割
は

大
き
い
。

対
談
概
要

 

生
産
性
向
上
・
文
化
財
保
護
・
観
光
振
興
な
ど
に

つ
い
て
政
府
に
提
言
さ
れ
て
い
る
デ
ー
ビ
ッ
ド
・

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
を
お
招
き
し
、「
観
光
大
国
を
目

指
す
中
で
の
京
都
の
役
割
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

日
本
の
経
済
・
産
業
が
抱
え
る
根
本
的
な
問
題
点

に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
か

ら
、
「
複
数
年
に
亘
る
文

化
財
の
修
復
に
お
い
て
、

全
国
で
京
都
府
だ
け
が
単

年
度
契
約
を
続
け
て
い

る
。
入
札
業
務
の
た
め
に

毎
年
4
月
～
6
月
に
工
事

が
で
き
ず
、
工
期
が
延
び

て
経
費
が
増
え
、
観
光

に
も
悪
影
響
が
あ
り
、
所

有
者
に
も
業
者
に
も
観
光

客
に
も
良
く
な
い
」
と
い

う
問
題
点
を
教
わ
っ
た
。

議
会
で
改
善
を
訴
え
て
、

29
年
度
か
ら
制
度
は
変
わ

る
。
こ
れ
か
ら
も
更
な
る

改
善
を
続
け
た
い
。

ボウリング大会　　　　

　日時：6月25日（日）10時スタート

　会費：1人1500円（２ゲーム+靴）

　場所：しょうざんボウル（バス送迎あり）

　ハンディあり！優勝を目指そう！

８月歩こう会　～バスで世界遺産の高野山へ！～

　日時：8月27日（日）7：00京都発　19：00京都着（予定）

　参加費：7000円（昼食付）

　＊高野山大門～奥之院（約4.5km）を歩きます。長距離歩

　　　けない方はバス移動できます。

＊それぞれの詳細については、事務所までお問い合わせください。

＊それぞれの詳細については、事務所までお問い合わせください。

３
月
16
日  

京
都
の
力
を
し
ん
じ
る
夕
べ
を
開
催
し
ま
し
た

３
月
16
日  

京
都
の
力
を
し
ん
じ
る
夕
べ
を
開
催
し
ま
し
た

（1） 平成29年５月30日

二ノ湯しんじ

（4）二ノ湯しんじ通信 ◇ 第 29 号平成29年５月30日



京都府教育委員会HP より作成

〈
身
辺
雑
記
〉

○
長
男
が
8
歳
、
二
男
が
6
歳
、
三
男
が

4
歳
に
な
っ
た
。
子
供
の
成
長
が
早
く
、

よ
ほ
ど
意
識
せ
ね
ば
追
い
つ
け
な
い
。

追
い
つ
か
な
け
れ
ば
、
子
育
て
の
大
切

な
時
期
を
逸

し

て

し

ま

う
。
ま
ず
は
、

変
化
す
る
現

実
を
ど
う
追

う
か
だ
と
、

つ
く
づ
く
思

う
。

○
社
会
の
変
化
も
目
ま
ぐ
る
し
い
。
物
に

溢
れ
、
安
全
で
、
長
生
き
で
き
る
日
本
も
、

人
口
は
減
り
、
財
政
危
機
が
深
刻
化
し
、

地
域
・
世
代
等
の
格
差
も
広
が
る
。
米

国
民
は
ト
ラ
ン
プ
氏
を
選
び
、
朝
鮮
半

島
や
中
東
で
は
緊
張
が
続
く
。
中
国
の

膨
張
と
Ｅ
Ｕ
の
不
安
定
も
気
に
な
る
。

人
口
知
能
が
人
間
か
ら
仕
事
を
奪
う
中

で
、
我
々
は
人
間
と
し
て
の
使
命
や
幸

せ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

○
歴
史
を
学
ぶ
と
、
先
人
が
時
々
の
課
題

に
柔
軟
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
に
驚
く
。

例
え
ば
、
生
産
力
や
経
済
力
に
よ
っ
て
、

集
落
や
家
族
や
結
婚
等
の
在
り
方
も
変

化
し
て
き
た
。
日
本
は
決
し
て
平
坦
な

歩
み
で
は
な
い
。
そ
れ
を
知
る
と
、
今

後
の
選
択
肢
が
豊
か
に
な
る
。
戦
後
に

で
き
た
制
度
を
大
事
に
運
用
す
る
時
代

は
確
実
に
終
わ
っ
た
。

○
支
援
者
に
田
を
借
り
て
、
同
級
生
の
指

導
を
受
け
て
、
京
北
で
米
作
り
を
始
め

た
。
あ
と
5
年
も
す
れ
ば
高
齢
化
と
人

口
減
少
で
農
地
も
食
糧
生
産
も
守
れ
な

く
な
る
、
と
い
う
の
が
多
く
の
中
山
間

地
域
の
現
実
だ
。
静
か
に
確
実
に
危
機

が
進
行
し
、
行
政
任
せ
で
は
手
遅
れ
に

な
る
。
当
事
者
と
し
て
課
題
の
解
決
策

を
考
え
た
い
。

○
長
男
に
は
少
し
遅
れ
た
が
、
二
男
の
小

学
校
入
学
を
機
に
、
３
人
息
子
に
勉
強

机
を
用
意
し
た
。
そ
の
た
め
に
部
屋
の

模
様
替
え
を
し
て
、「
断
捨
離
」
も
し
た
。

時
間
の
経
過
・
積
み
重
ね
を
感
じ
な
が

ら
、「
今
、
そ
の
時
」
に
も
っ
と
敏
感
に

な
ら
ね
ば
と
改
め
て
思
っ
た
。

　

府
庁
の
機
能
移
転
と
南
北
格
差
の
解
消
に
つ
い
て

（
二
之
湯
）
府
庁
機
能
の
一
部
移
転
に
つ
い
て
、
京
都
府
の
研

究
会
で
は
、
①
現
地
現
場
主
義
に
よ
る
事
業
改
善
、
②
産
業
・

雇
用
創
出
等
に
よ
る
地
域
振
興
、
③
危
機
管
理
、
で
可
能
性
が

あ
る
と
さ
れ
た
が
、
最
近
の
知
事
答
弁
は
「
現
地
現
場
主
義
に

よ
る
事
業
改
善
が
最
も
大
切
」
と
読
め
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
広

域
行
政
を
担
う
京
都
府
の
現
場
は
特
定
地
域
に
限
定
さ
れ
ず
、

機
能
移
転
は
進
ま
な
い
。
人
口
の
移
動
や
交
流
に
伴
う
地
域
振

興
や
危
機
管
理
の
観
点
も
、
今
ま
で
以
上
に
重
視
す
る
と
の
政

治
判
断
が
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
南
部
に
学
研
都
市
、
中
心
に
は
の
京
都
市
が
あ
る
京

都
府
に
お
け
る
南
北
格
差
解
消
に
は
、
北
部
振
興
が
鍵
だ
。
仮

に
、
府
庁
機
能
を
北
部
に
移
転
し
た
場
合
、
交
流
・
定
住
人
口
、

消
費
、
産
業
・
雇
用
、
交
通
基
盤
整
備
な
ど
の
地
域
振
興
の
観

点
か
ら
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
も
含
め
、
費
用
対
効
果
を

試
算
し
て
は
い
か
が
か
？

（
山
田
知
事
）
舞
鶴
に
港
湾
局
を
設
置
す
る
に
際
し
て
は
、
地

域
振
興
や
危
機
管
理
の
観
点
は
な
い
。
そ
う
し
た
観
点
を
考
え

る
な
ら
、
例
え
ば
Ｉ
o
Ｔ
の
出
現
、
ク
ラ

ウ
ド
型
的
機
能
の
一
般
化
な
ど
の
環
境
変

化
を
ふ
ま
え
て
、
都
道
府
県
行
政
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
だ
。

京
都
府
の
半
分
が
京
都
市
と
い
う
バ
ラ
ン

ス
を
欠
い
た
状
況
を
改
め
、
７
２
０
万
人

の
香
港
、
５
５
０
万
人
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

等
と
の
地
域
間
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に

は
、
京
都
・
滋
賀
合
併
を
し
て
府
庁
を
大

津
に
移
転
す
る
の
も
あ
り
得
る
と
い
う
考

え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

私
学
助
成
と
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
（
二
之
湯
）
私
立
幼
稚
園
へ
の
経
費
助
成

は
、
定
員
充
足
率
が
１
０
０
％
を
超
え
る

と
減
額
さ
れ
る
一
方
、
充
足
率
が
下
が
り

施
設
が
余
っ
て
も
考
慮
さ
れ
な
い
。
そ
の

た
め
、
保
育
施
設
が
足
り
な
い
現
状
が

あ
っ
て
も
、
幼
稚
園
に
は
、
空
き
施
設
を
活
用
す
べ
く
認
定
こ

ど
も
園
へ
移
行
す
る
動
機
が
働
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
ど

も
園
は
、
母
親
の
就
労
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
子
供
が
教
育

か
ら
保
育
へ
あ
る
い
は
保
育
か
ら
教
育
へ
と
、
年
度
途
中
で
も

園
内
で
移
れ
る
柔
軟
な
制
度
で
あ
る
。幼
稚
園
へ
の
助
成
金
は
、

定
員
充
足
率
が
低
く
な
れ
ば
減
額
す
べ
き
だ
。

（
山
田
知
事
）
私
立
幼
稚
園
の
多
く
の
園
で
預
か
り
保
育
、
未

入
園
児
一
時
保
育
を
行
っ
て
い
る
。
保
育
所
、
幼
稚
園
、
こ
ど

も
園
と
い
う
多
様
な
選
択
肢
を
確
保
し
て
い
く
の
が
良
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
公
費
負
担
に
つ
い
て
も
、
保
育
園
が
３
だ

と
す
る
と
幼
稚
園
が
２
ぐ
ら
い
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
。

　

地
籍
調
査
に
つ
い
て

（
二
之
湯
）
地
籍
調
査
は
地
域
創
生
の
基
盤
で
あ
り
、
危
機
管

理
で
あ
り
、
経
済
対
策
だ
が
、
京
都
府
の
進
捗
は
、
調
査
に
必

要
な
面
積
の
８
％
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
で
、
対
策
が
急
務

だ
。
公
共
事
業
も
、
地
籍
調
査
が
先
行
す
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、
事
業
効
果
が
早
く
発
現
で
き
る
効
果
的
な
投
資
と
な
る
。

地
籍
調
査
が
進
ま
な
い
一
因
で
あ
る
市
町
村
の
人
材
不
足
解
消

に
も
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　

特
に
山
林
に
つ
い
て
は
、山
に
詳
し
い
人
が
健
在
な
う
ち
に
、

頭
に
あ
る
知
識
を
地
籍
に
落
と
し
込
む
必
要
が
あ
る
。
林
野
庁

の
境
界
明
確
化
事
業
を
行
え
る
森
林
組
合
へ
の
指
導
も
含
め
、

早
急
な
対
策
が
必
要
だ
。

（
山
田
知
事
）
地
籍
調
査
推
進
連
絡
会
議
を
昨
年
設
置
し
、
平

成
26
年
度
4
市
町
村
か
ら
平
成
29
年
度
は
11
市
町
村
へ
と
よ
う

や
く
盛
り
上
が
り
が
出
て
き
た
の
で
、
今

後
は
公
共
事
業
を
見
据
え
て
、
戦
略
的
に

場
所
と
順
番
を
考
え
た
い
。
人
材
面
の
課

題
に
は
、
地
籍
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、
業
務
の
外
部
委
託

な
ど
で
対
応
し
た
い
。
森
林
の
境
界
明
確

化
も
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

　

文
化
財
保
護
に
つ
い
て　
　

（
二
之
湯
）
国
宝
の
数
に
比
し
て
、
国
指

定
の
文
化
財
が
少
な
い
の
は
、
業
務
を
一

手
に
担
う
文
化
財
保
護
課
が
業
務
が
増
え

る
の
を
恐
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
貴
重
な

遺
産
を
国
・
府
の
文
化
財
と
し
て
守
る
こ

と
を
、
修
復
事
業
を
行
う
業
界
の
発
展
、

後
継
者
の
育
成
に
加
え
て
、
観
光
振
興
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
活
性
化
へ
と
繋
げ
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
文
化
財
保
護
課
で
完
結
し
て
い
た
業
務
執
行

体
制
を
改
め
る
べ
き
だ
。	

（
山
田
知
事
）

文
化
財
保
護

法
の
関
係
で
、

教
育
委
員
会

の

業

務

で

あ
っ
た
た
め
、

知
事
と
し
て

口
を
挟
み
に

く
か
っ
た
が
、

平
成
26
年
度

の
法
改
正
で

可
能
に
な
っ

て
、
そ
れ
以

後
、
文
化
財

の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て

積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
特
に
、29
年
度
は
「
暫
定
登
録
文
化
財
制
度
」

を
創
設
し
た
。今
ま
で
保
護
課
が
怠
け
て
い
た
訳
で
は
な
い
が
、

ご
指
摘
の
通
り
裾
野
を
広
げ
て
文
化
財
の
保
護
・
活
用
を
し
た

い
。

　受け入れ園児数が同程度なら、 施設に空きがあっても、 同程度の

助成金が支給される。 空き施設を保育に活用すべく政策誘導が必要

ではないか。

国宝の数からすると、 重要・登録文化財はもっと多いはず

３
月
15
日  

予
算
総
括
質
疑

３
月
15
日  

予
算
総
括
質
疑

　 私立幼稚園への一般運営費の助成金

園児数 定員 定員充足率 補助額（百万円）

Ａ園 127 120 1.06 22.1

Ｂ園 124 150 0.83 13.6

Ｃ園 125 210 0.60 28.7

Ｄ園 125 335 0.37 28.9
京都府文教課資料より作成

こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合
で
一
部
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

府
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
全
て
の
質
問
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■	h
ttp

:/
/
w
w
w
.p
ref.k

y
o
to
.jp

/
g
ik
a
i/

（3） 二ノ湯しんじ通信 ◇ 第 29 号 （2）平成29年５月30日 二ノ湯しんじ通信 ◇ 第 29 号平成29年５月30日


